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研究会報告

第 6 回フォトン@ファクトリー@シンポジウム開催報告

6 回 PF シンポジウム

筑波大物質工学系若槻雅男

第 6 呂フォトン・ファクトリー・シンポジウムが，昨年12月 13 日， 14 日の両日，筑波大大学会館で

開催された。開催の方式は例年と同じく，依頼講演とポスター発表の 2 本建てであった。概略を紹介

すれば，初日はユーザーから成果の幾っかが口頭発表された。また次世代光源など新しいSR計画の動

きが盛んとなって来たことに鑑みて，二日目にはPFの現状(新ビームラインと陽電子ビームによる運

転〉ならびに将来計画，特にトリスタン服の放射光利用を主題とする講演が行なわれた。さらに，物

性科学の立場から放射光への期待や位置付けについて，大阪大学理学部伊達宗行教授による特別講演

が行なわれた。詳細は別掲のプログラムを参照していただきたい。

SRI -88の後であったが，ポスター発表(126件) ，参加登録者数(262名〉とも例年と間程度であり，

PFのユーザーの成果や意見の発表および情報交流の場として，本シンポジウムの必要性が定着してい

ることが伺われる。

例年に比して講演が著しく盛り沢山となったが， PFとユーザー，あるいはユーザー相互の効率的な

情報交換の機会なので，無理をしてもこれら関心の強~\講演を十分実施したいという考えのもとに企

画された。反面，講演とポスターの競合が懸念されたが，講演には常に百人以上， 2 百人近くの聴講

者があった。ポスター会場も比較的短い時間に参観者が詰めかけ，かなり混雑と感じる程であった。

ポスターセッションにもう少し時聞を割くべきであったとお感じの参加者が多かったのではないかと

思われる。

ポスター口頭発表も思い切って 1 件60秒に短縮された(昨年は 1 件80秒〉が，発表者と座長の努力

で円滑に進行した。各ポスターの眼目がこれまで以上に効率よく把握できたと考えちれる方が多けれ

ば，発表者らの努力は酬われるのであるが，今回の実行を担当した者としてこれも気になることの一

つである。

PF シンポジウムの性格は放射光学会の発足と無関係ではあり得ず， PFとそのユーザーの効率の良い

情報流通が今後ますます重要な使命になると忠、われる。今回テーマを決めて依頼した講演の数を増や

したことは，その性格を一層強めたことに当たるので、はなかろうか。今屈の運営に関する忌'障のない

批判は本シンポジウムの今後の在り方への良い参考になると思われます。

なお，今回はプ口グラム委員会の努力により，口頭発表の予稿もほとんど全て予稿集に収録し得た。

予稿集の必要な方は高エネルギー物理学研究所放射光実験施設(大隅〉まで連絡して下さい。
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議き~6
アォトシ/幽ファクトリーー剛ネ/シ/オで乙;ry ..L、

ブ。ログ'ラム

12月 13日(火) 12月 14日(水)
9:∞参加登録受付 9:00 ä:新寅 r ÞFの現状」

会新ビームラインんの紹介
9:30 PF懇談会会長挨拶

9:40 施設長報告

高良和武 I 1. 挿入型光源まとめ (14由 1 )山本樹 (PF)
2. X線ビームライン(14-2 )松下正 (PF)

千}II純一 I 3.VUV ビームライン (14-3) 前沢秀樹 (PF)

10:00 ポスター口頭発表

11: 10 ポスターセッション

12:00 昼食

13:00 ポスターセッション

14: 10 口頭発表「飴庄の成果より j
1. X線ラマン散乱による構造決定の可能
性(13-1 ) 宇田川康夫(分子研)

2.Bl-14Aにおける蛋白質等の構造研究
( 13-2) 佐藤能雑(東大薬)

3.X線用積層型ゾーンプレート (13四3)
斉藤也(日本真空技)

一体憩一

4. ニッケル単結晶表面上のS， CI の構造
一表面 EXAFS、軟X線定在波法の併用に
よる表面構造解析- (13四4)

太田俊明(広大理)

5. 分子内核励起に伴う崩壊(13-5 ) 
佐藤幸紀(東北大科研)

6.光電子分光による高温超伝導体の研究
(13四6) 藤森淳(東大理)

17: 10 終了

17: 20 PF懇談会総会

18:∞懇親会

大陽電子ビームによる運転(14-4) 
大沢哲 (PF)

10: 15 ポスター口頭発表

11: 10 ポスターセッション

12:00 昼食

13:00 ポスターセッション

14:00 講演 rpFの将来計画:トリスタン (HR) の
放射光利用 j
公トリスタンHRの概要と低エミッタンス化
( 14-5) 鎌田進 (KEK)

公超高輝度・波長可変単色光源 (14叩6)
北村英男 (PF)

大利用研究の展望
1. 可能となる研究と展望 (14四7)

菊田視ま(東大工)
2. 磁気散乱 (AR. 円偏光ビームを使って飽)
( 1 牛8) 並河一道〈東学芸大)

一休憩-

公実現への課題
1. 光学系の発熱の問題、アンジュレータ光の
干渉性(14-9) 石川哲也 (PF)

2. 高輝度放射光と電子ビームの質 (14由 10)
JI~Jrr久 (PF)

3. 高エネルギー素粒子物理の現状と見通し
(14イ 1) 菅原寛孝 (KEK)

公織す光科学と物性の立場 (14-12)
伊達宗行(阪大理)

17:00 終了
( )内の数字は発表・予稿の番号を示す‘
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(分類は便宜上のものです。番号の A. B は会場. ( )の数字はビームラインを示します。)

12 月 13 日(火)

題目

くvuv原子・分子〉

13 A 01 CO/ のしきい電子とイオンとの
(12 A) コインシデンス測定

番号

13 A-O 2 Xe 4d 電子イオン化近傍でのし
(11A) きい電位一イオン同時計測

1 3 A -0 3 Sm. E u. Yb の光多重電離
(11 A ) 

13 A -04 N2 および O2 分子超励起状態の
(12 A) 極紫外光解離による真空紫外発

光測定

13 A -05 軟 X線励起による Sn(CHJ4'
( 11 A ) Ga ( C H3 ) 3 の解離性光電離

13A-06 簡単な脊機分子の極紫外光イオ
(12 A) ン化量子収率と分子超励起状態

の役割

13A-07 極紫外領域におけるジメチノレエ
(12 A) ーテル， エチノレメチノレエーテノレ

の光イオン化量子収率

発表者名

森凶弓男，松本隆宏，遠藤哲也，

ìiE 田中健一郎3
伊藤健二2

柳下明i

村上栄五郎3 繁政英治i
森岡弓男4

吉野益弘，早石連日J; íñ Jl I 行手0;

伊藤陽i 小泉哲夫j 松尾

長田哲夫i 佐藤幸紀:瀧沢雄介:
榔下明8

鵜飼正敏，田中健一昔日:

亀田幸成，新坂恭士，千葉

伊藤義郎i 旗野嘉彦

上回 潔，繁政英治，佐藤幸紀，

長岡伸一う小谷野猪之助i
榔下明3

鵜飼正敏，新坂恭士，

鴨崎徹，千葉亮，小泉均L

伊藤義郎3 田中健一郎i
鱗野嘉彦

所属

筑波大物理，筑波大物日
高エ研2

筑波大物工，高エ研i

工大3 東北大う筑波大物理4

芝浦工大，筑波大i 宇宙研i

城両大?立教大:

大i 明足大i 東北大:高エ
研8

東工大fffi ，高エ(ÎW. 長岡技

科)\/-

東北大科研，分子研:高エ

úJf~ 筑波大3

東工大理，北大工i 長岡技
科大工1 高エ研3

鵜飼正敏，亀田幸成，鴨崎 徹， 東工大理，北大工i 長岡D

新坂恭士，小泉均:伊藤義郎3 科大工:高エ研3

田中健一郎3 旗野嘉彦
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くVUV由体〉

13A-09 金超薄膜の軟 X線光学定数

Cl1A) 

13A-10 A12 03 と Y2 03 系化合物の反射
(l1C ， 11D) 率スペクトノレ ー α → A12 03 反

射スペクトノレ

柳原美広，曹鍵休 . LLJ 4: 1E樹， 東北大科研
荒井彰，波岡武

富来哲彦，普天間朝好， 琉球大理， ifJj エ研i 筑波大

加藤博雄:宮原恒笠:相浦義弘3 物理3
福谷博仁2
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番号 題自 発表者名 所罵

13 A -11 N aCl , NaF の Na 2p内殻励起 由利正忠，佐藤信太郎， 筑波大物理，東理大理i
(11 C ) 子のピエゾ光反射率スベクトノレ 福谷博仁，小林正明i 三須 明l

13A-12 軽希土類化合物の 3d XPS と 宮原恒笠，荒井宏L 菅原英直1 高エ研，東北大理L 群馬大
( 2 A) 3p XP S の比較 小出常晴，藤森淳う前沢秀樹 教育3 東大理占

1 3 A -1 3 Y Ba2 C U3 07-X ( 00 1) の角度 句坂康男，米田忠弘，丸山隆浩， 京大理，高エ研i 筑波大物

(11 D) 分解紫外光電子分光 思地勝，加藤博雄:椙浦義弘3 理う京大化研3 生産開発研4

築嶋硲之3 寺嶋孝仁i 坂東尚周?
飯島賢二:山本和貫j 平田和人4

1 3 A -1 4 Y Ba2 CU3 Oy 表面・界面の光 屠嶋正治，丸尾容子. JII村朋晃， NTT電子応用研， NTT 

( 1 A) 電子分光分析 前山智，田雑)泰夫i 宝 JII幸司~ L S 1 研i 高エ研2
宮原恒笠2

13A-15 単結晶 Bi-Sr Ca -Cu-0 の 前田文彦，培嶋正治，川村朋晃， NTT嵩子応用研， NTT 
( 1 A) 放射光光電子分光 臼高義和i 山路昭彦i 光エレクトロニクス研i

13A-16 放射光によるスパッタ粒子のイ 尾嶋正治， JII村朋晃，本間芳和. NTT電子応用研

( 1 A) オンイヒ効果 丸尾哲也

〈リソグラフィ・半導体応用/

13 Aー 17 BL -17C における SR-X 線 山下良美，7:j害IJ秀敏，田口孝雄， 富士通研

(17 C ) 露光実験 後藤俊治，関村茂，久継徳重，

石川元

13A-18 SR 光励起エッチングの反応機 高橋淳一，内海福一. NTT LSI 研

( 1 C )構 字理須恒雄

く光音響〉

13A-19 セミパルス X線光音響法

C15A.10C) 
升島 努，塩飽秀啓，吉田久信， 広島大医，ユタ大化i 福山

E. M. EyringI，今井日出夫3 大薬3 広島大理i 高エ研4

佐野孝之i 雨宮慶幸i 小林克己:
河田洋:安藤正海4

13A-20 X線光音響イメージングと深さ 塩飽秀噂，升島 努，吉田久{言， 広島大医，東大工i 福山大

(l 5A , 4A) 分析 高橋護i 合志鵠一士 薬3 東京工学院i 東大核研:

13A-21 光音響 EXAFS 分析
(4A , 10C) 

今井日出夫3 豊田太郎2 高エ研S

名選智恵子:飯田厚夫i
雨宮慶幸i 何回 洋i 安藤正場5

豊田太郎，升島 努i 犠飽秀棒i 東京工学院， ~広島大医i 福

吉田久信i 今井日出夫? 山大薬3 福山大教養う東北
伊藤祐-i 筒本和広3 片岡幹雄: 大理i 三菱重工i 高エ研6

池田哲哉i 牧原 洋i 飯田厚夫i

野村昌治i 小山 篤i 小林克己i
河田洋i 安藤正海6
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番号 題目 発表者名 所属

13A-22 X線相関光音響法による深さ方 加藤健次，武井尊也i 杉谷嘉則i 化技研，筑波大化学l

(15 A) 向解析

く EXAFS>

13A-23 イオンビームスノマッターにより
(10B) 作製された NbC 薄膜の特性と

構造

13A-24 WSiN 非品質膜の EXAFS 解

(14 A )析

13A-25 EXAFS による金属蒸気法で
( 7 C ) 調製した高分散触媒の講造解析

常木修，早!京竜二，田口充， 千葉大理，高エ研i

小林堵，桑沢好則，中野滋，

小山篤:松下正1

前山 智，菅原絡彦i 患嶋正治， NTT電子応用研. NTT 
佐藤能雅2 L S 1 研i 東大薬2

金井宏淑，田中!書裕L 吉田郷弘 京大工，北大理i

13A-26 モリブデン硫化物触媒の XAS 松林信行，畠田広道，小杉信博: 化技研，東大理i

(10 B ) による研究 黒田晴雄i 霞村雄二，佐藤利夫，

西嶋昭生

13A-27 担持 Rh 微粒子の酸化的分散， 福島民和小笠原貞夫. 横浜国大工，東大理l
(108) 還元的凝集の研究 横山手IJJ~~ 小杉信 i導L 黒田晴雄i

13A-28 異常分散を利用したケツレマニウ 清水川豊，伊東勝久，山崎 悟， 東工大工材研，無機材研i

( 4 8) ム酸塩ガラスの講造解析 森川日出貫，丸茂文幸， 日大文理i 高エ研3

貫井昭彦 ; Ih沢春雄3 宇野良清3

13A-29 ボーノレミノレによる Ni- Nb合金

(108) の非品質化過穫の EXAFS 観

察

大隅一政i 佐々木聡3

那須稔雄，長岡邦夫，桜井雅樹i 山形大教育，東北大i 東北

関内哲郎:福永俊晴3 伊藤文武1 大金研2
鈴木謙溺2

13A-30 高温超伝導体 Y8a2 CU30yl斡吉 前山 智，佐藤能雅:尾嶋正治， NTT電子応用研，東大薬i

(14 A ) 品の偏光 EXAFS 測定 勝井明憲2 NTT光エレクトロニクス
研2

13 A -31 定性分析における沈殿反応、の構 中井 泉，野町一部，平野肇志， 筑波大化学

(7C ， 10B) 造化学的研究 小堤和彦.M属拓治

13A-32 広帯域二結品分光器を用いた
( 8 8 ) Si -K . E X A F S の測定

尾形潔，中野朝雄，阿部修1 ， 8 立生産研，北海道教育大i

山口裕功，枝村孝夫

13A-33 光合成における水分解系 Mn ク 楠 正美，小野高明:井上頼霞i 明大工，理研:高エ研3 電

( 4 C) ラスターの蛍光 XANES スペ 松下正う大柳宏之3 総研3

クトノレと解析法

59 
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番 題目 発表者名 所属

く表面・界面〉

13A-35 X線回折法による Si ( 111 )γτ 高橋敏男，中谷信一郎， 物性研，高エ研i 東大工2
(10 C ) x ゾまー金属講造 関本直子，石川哲也i 菊田捜志、2

13 A -3 6 Photoemission study of al- Ruth Klauser , Masakazu 物性研. NTT~ 高エ研2
( 1 A) kali fluoride overlayers on 

GaAs (100) surfa誑 
Kubota , Yoshitada ﾌvIurata. 
M asaharu Oshima. Yasuko 
Yamada! Tomoaki Kawamlト
ra: Tsuneaki Miyahara2 

13A-37 光電子分光と R珂EED による 丸尾容子，屠鳴正治，和保孝夫1. NTT電子応用研. NTT 
(1) CaF2 / 臼 As(OOl)界面の結合 川村朋晃 L S 1 研i

状態解析

13 A寸 38 角度分解光電子分光法による 枝元一之，前浜誠司，宮椅栄三， 東工大理，高工研l

(11 D) NbC (1 00) 面の電子状態及び‘O2 加藤博男l

に対する反応性

13A-39 W(100) 清浄面. O2/ W (110) 相浦義弘，加藤噂雄i 福谷博二， 筑波大物理，高エ研i 京大

(110 ) の角度分解光電子分光 匂坂康男i 枝元一之3 理う東工大理1

1 3 A -4 0 Pd ( 110 )酸素吸着系の角度分 八木一寿，東山和幸，山崎塔， 筑波大物理，高エ研i

(11 D ) 解光電子分光 築鳴裕之，大震等，揺谷博仁，
加藤博雄l

13A-41 N 豆 XAFS による Ni(7911 ) 大川昂司，石井秀司，難波秀平'J. 東大理、

( 7 A ) ステップ面上 iと吸着した CO の 黒田晴雄

吸着状態の測定

13 A -4 2 Si 酸化膜/Si ( 111 )界記から 高桑雄二，庭野道夫，野jCiJ正史， 東北大通研，高エ研l

(11 C ) の水素イオンの光刺激脱離 片倉等，加藤博雄i 宮本信雄

13A-43 H2 0/Si(100)の倍電子領域の 難波秀幸Ij. 黒田晴雄，植山公助L 東大理，新技術開発事業団i

( 7 B ) 光刺激脱離スベクト jレ 小泉光生i

13 A-44 Si の放射光による光刺激脱離
( 1 B) 

村下達，金子隆司，吉原秀雄. NTT LSI 研，高エ研i
小林正典i

く放射線生物〉

13B-45 イオウ K殻吸収端単色軟X線を 横谷明徳，宇佐美徳子，

(11 B ) 用いたイオウを含むアミノ酸の 小林克己:五坂昭三

分子損傷

筑波大生物，高エ研1

13B-46 X線によって誘発された DNA 浅見 彰，檎枝光太郎， 立教大理，高エ研i 東海大

(1 B.11B) 主鎖切断端の分析 小林克己i 前沢博3 古沢佳世2 霞2



放射光第 2 巻第 1

口
守

番 題自

13 B-4 7 単色X線~t射における細胞核
(4 A) DNA損傷のアク 1) ジン。オレ

ンジ染色による定量的検出

13 B-48 Br-K 殻吸収端の単色X線によ

( 4 A) るブロモデオキシウ 1) ジン

(D NA構成分子)の分子損傷

13B-49 染色体の単色X線照射による損

( 4 A) 傷部位または脆弱部位の検出

1989年 2 月 61

発表者名 所属

三好意、雄，法木左近，今井好章， 題井医大病理学，高エ研i
松本)1出雄，石黒和守，小林克己: 東海大震:立教大理3 東大
前沢博3 古沢佳也3 教養4

櫓枝光太郎う伊藤 隆i

福田優

古沢佳也，前沢 博，小林克己i 東海大震，高エ研:立教大

檎枝光太郎3 高倉かほる3 理; 1 C U教養i 東大教養4

伊藤隆i 鈴木竪之

三好意雄，法木左近，今村好章， 福井医科大，高エ研i 東海

松本I1頃雄，石，c，t{和守，小林克己i 大医3 立教大物理i 東大教
前沢博3 占沢佳也3 養4

檎枝光太郎i 伊繰 |塩:

福田優

13 B 50 酵母爵におけるリン K殻噌色軟 宇佐美徳子，小林克己i

(lB.11B) X線吸収による損傷の回複 横谷明徳，石坂昭三

筑波大生物，高エ研l

13B-51 リン K殻屯離の生物効果 前沢博，占沢住む，小林克己i 東海大塚，高エ研i 立教大
(1B.11B) 檎技光太郎:伊蜂 隆3 理35長大教護3

13B-52 SR 準色軟 X械による Br 一 高怠かほる，檎伎光太郎~ 1 C U教養，東海大医i 立

( 4 ) dUMP への照射効果ー按磁気 前沢博3 小林克己i 教大医3I2エ研J

共鳴法および液体クロマトグラ

フィによる分析一

く小角散乱ノ

13 B-53 ・溶液状態におけるカルモデュリ 相泉義{ふ松尾智幸，脇田政嘉， 北大理，札幌医大L 阪大基

C10C) ンの三次構造 三宅康博，能野秀典L 松嶋純労L 礎工3 高エ研3
植木龍夫1 小林克己J

13B 54 X線溶液散乱法による Pr 型フ 徳沼哲，中迫i権由 L 酒井潤3 岡崎基生研3 東北大理i 理

(lOC) ィトクロムの二量体および分子 片岡幹雄i 徳永史生L 古谷雅樹と 研2

内領域構造の解析

13 B-5 5 1) ン脂質ーコレステロール多重 松岡審踊，加藤 知，秋山盛雄L 名大工，札捜医大L 高エ研2

(15 A ) 層摸の X線小角田折 雨宮慶幸3 八回一郎

13B-56 X 線回折法による bacterior句 徳永史生，片岡幹雄，中迫雅由， 東北大理，高エ研l

( 15 A ) hodopsin の光反応中間体叫に 坂中竜己，雨宮慶幸l

対する構造研究

13 B-57 時分割 X線小角散乱法によるキ 佐野洋，井上英男，柊弓絃， 生物資源研，島津製作所，

(10 C ) ユウ 1) 繰斑モザイクウィノレスタ 梶原莞溺 京工織大

ンパク質の会合過程

13 B-58 アミロース及びアミロペクチンの 平井手IJ t専，平井光博:林 貞男， 信州大繊維，神奈川工科大i
(lOC) ヨウ素錯体形成に伴う構造変化 撞木龍夫2 阪大基礎工2
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13B-59 分妓ポリエチレンートノレエン溶 和泉義信，松尾智幸，三宅藤博， 北大理，阪大基礎工i
(10 C ) 液のゾjレーゲル転移 植木龍夫1

13B-60 ストップトフロー X 線散乱法

(15 A 1 ) によるカブトガニ (Limulus

polyphemus) へそシアニンの構

造解析

13B-61 トニック収縮筋の X線回折

(15 A 1 ) 

13 B-62 ホタノレイカ視細胞の X線回折

(l5A 1 ) 

13B-63 筋収縮における高速分子運動

木村一元，五十嵐吉彦:

縄問昭彦:鶴田博嗣?王志新う
雨宮慶幸i 木原語5

j虫協忠大，独協医大生化i

広島大理3 中国科学院3 高
エ研:自治医大看短大5

田嶋佳子，尚田一幸.吉田 修， 都立大理，高エ研i

雨宮慶幸i

浜中俊明，清道正編L 鬼頭勇次i 阪大基礎工，阪大理i 高エ
若林克三，雨宮慶幸2 研2

谷口美患子 名大理

13 B 64 収縮の初期lζ伸長を与えたとき 岩本硲之，小林孝和，若掠克三i 帝京大医，阪大基礎工L 高

(15 A) の筋肉の X線凶折 雨宮慶幸3 杉靖夫 エ研2

13B-65 収縮中カエル骨格筋の小角散漫 若林克三，西村克美， 阪大基礎工，高エ研i

(15 A) 散乱 酉自壊一部，雨宮慶幸l

138-66 等尺収縮中のカエル骨格筋に正

(15A) 弦波的筋長変化を与えた時のミ

オシン子午反射及び赤道皮射の

変化

138-67 X線小角散乱法における重原子

(10C) ラベルの効果 ーコントラスト

変調と重原子ラベノレの併用法と

その応用についてー

138-68 ストップトフロー X散乱法

(15 A 1 ) サブゼロ温度ストップトフロー

装置の開発とその応用

13 B-69 温度ジャンフ。小角散乱による

(10C) TMU蜜白会合の速度論

王 思忠，三井手IJ夫，若林克三， 阪大基礎工，帝京大医i 高

田中秀洋i 岩本絡之i 小林孝f01• エ研2
杉晴夫L 雨宮慶幸2

片岡幹雄，中迫雅由，徳永史生， 東北大理，阪大基礎工i 京
積木龍夫i 柊 弓絃2 大化研2

鶴田博嗣，長村俊彦i 木村一元う

王 志、新3 若林克三i 雨宮麗幸ミ
木原裕6

広島大理，ユニソク i 独協

医大3 中国科学院i 阪大基
礎工:高エ研i 自治医大看
護医大6

柊 弓絃，梶原莞爾i 井上英男3 京大化研，京都工織大:生
佐野洋i 中谷博i 植木龍夫5 物資源研う京大農う阪大基

礎工4
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く装議@計混，11>

1 4 8 -0 1 AR NE 1 ビームラインの建設と 河田 洋，岩住俊明，宮原恒笠， 高工研
その現状 北島義典，佐藤繁，浅同盟二，

金谷範一，三国 晃，佐藤島史，

山本揖，北村英男，塩谷達郎，

安藤正海

148-02 P F の現状 8L-3 柳下明，佐々木聡 高工研

148-03 P F の現状 8 L-13 下村 理.大柳宏之1 無機材研，電総研l

148-04 PF の現状 8 L-16 松下正 高工研

148-05 PF の現状 8 L-19 柿崎明人 物性研

148-06 8 L -28の現状 宮j東恒星，岡本渉，藤森 淳: 高工研.東大理:都立大理1

石井広事長菅原英直三荒井 宏i 群馬大教育?東北大理4

小出常晴，山本樹，北村英男

148-07 ビームライン内フィートrパック 小山篤.佐々木聡.石川哲也 高工研

(6 8) システムによる光拙の安定化

14 8-08 X線用積層型ゾーンプレート 斉藤一也.稲川幸之助， 日本真空超材研，高工研J

(4 A) 高良和武L 飯田厚夫J 加藤範夫2 名城大理2

148-09 敏小領域分析用 X線集光光学系 早川慎二郎.合志、場ー， 東大L 高工研:
(4 A) の評価 飯田厚夫1 青木貞雄2 筑波大物工2

148-10 各種成摸法による Mo/Si軟X線 新部正人.塚本雅美，飯塚隆， キャノン中研

( 11 A) 反射鏡用多層膜のTEM観察と 渡辺豊，福田恵、明.

反射率 小倉繁太郎

14 8-11 シリンドリカノレ多層薄膜ブラッ 竹中久貴，橋爪弘雄;村松康司. NTT電子応用研，東工大
( 15 8) グ反射鏡の放射光集光特性 高岡英俊，石井芳一，河田 洋2 工材研:高工研2

148-12 X線のブラ y グ・ケース位相板 平野馨ー，泉 弘一，石川哲也: 東大工，高工研:東京商船
( 14 8 ) 安中正_2 菊田慢志、 大2

148-13 新型アンジュレータモノクロメー 村松康司，前沢秀樹1 NTT電子応用研，高エ研i

( 16 ) タの初期分光特性

148-14 ヘリウムー 3 希釈冷凍機の立上 中島哲夫，鈴木治彦: 高工研，東北大理:

( 6 C) げ，一超低温域での SR 光利用

を目指してー

14 8-15 時分割 X線小角散乱用温度ジャ 児島俊郎，野村秀夫.近石一弘， 住友化工高槻研，高工研l
( 15 A) ンプ装置の開発とポリマーアロ 雨宮慶幸l

イの相分離過程への応用

148-16 8 L -1 C 光反応用分光器

( 1 C) 

内海絡ー，高橋淳一，

字理須恒雄

NTT LS 1 研
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番号 題目 発表者名 所麗

148-17 表信光化学皮応研究用実験装置 田中健一郎，上野信男:
の試作 光焔慣男i 本間健二2

高エ研，千葉大工L 東大教
養2

くトポグラフ@マイクロスコピー@医学診断〉

148-18 画像再構成法による SR蛍光X 高橋 護，合志場一，飯田淳夫1 東大工，高工研1
(4 A) 線イメージング

148ー 19 高次反射によるセクショントポ 杉田吉充，飯田 敏，竹野博， 富山大理，高工研l

( 14 C) グラフ法とその応用 矢合康悦，河田洋:

148-20 融点近傍における氷結晶中の格 本堂武夫，後藤 明，墨亮二， 北大工

( 15 8) 子欠陥の SRT観察 小野貴之，安斉豪格， )11瀬良太

148-21 SRX線トポクラフィによる回 鈴木秀次，岩佐 泉:中島哲夫? 東京工科大，富士ゼロック
( 15 8) 体へ 1) ウム中の転位の観察 米永一郎3 基研:高工研?東北大金研3

14 8-22 軟X線顕微鏡による生物試料の 篭島靖，膏木貞雄.覚知工美: 筑波大物工， NTT LSI 
(2 B) 観察 前沢秀樹?兵藤一行?安藤正海2 研L 高工研2

148-23 密着 X線顕微法による水溶液中・ 篠原邦夫.伊議 敦，渡部 真; 都臨床震総研，都アイソトー

( 2 ) の細胞核の X線像 金城版人;錆池幸子:小林克己1 プ総研:東芝VLSI 研う
前沢秀樹3 高工研3

14 8-24 ヨウ素フィノレターを用いた分光 臨谷啓二，植田 健，武田 徹; 日立中研，筑波大臨床医 1

(8 C) 型血管造影 阿式泉:中島禎_1 秋貞雅祥:筑波研究学盟専2
山口千型2

148-25 SR-XRF による考古学試料， 中井 泉，河嵐拓治，望月明彦: 筑波大化学.沼津高専:筑
(4 A) 動物組織の化学的イメージンク (2) 本間志乃?下僚信弘?飯田厚夫3 波大社会医?高工研3

148-26 K エッヂサブトラクション X線 能弾長作.深川浩志.西村克之: 電気通告大，埼玉医大:高
テレピシステム 鈴木洋一，長谷川伸，兵藤一行? 工研2

安藤正海2

く X 線散乱〉

14 A-27 微小入射角条件の完全結品の X 橋爪弘雄，坂田修身，中畑 詑. 東工大工材研

( 14 8) 線定在波 佐久間博

14A-28 45keV 円偏光X線による強砥 坂井信彦，塩谷震弘，伊藤文武: 理研，東北大金研i 東大生

(AR-NEl) 性Gd の磁性電子のコンプトンプ 伊藤正久，桜井吉晴?毛 鴎， 研?高工研3
ロファイノレ 須)11智樹1 桜井浩:田中良和2

七尾進う河田洋?安藤正海?
岩住俊明?兵頭ベ子?北島義典3

14A-29 X線熱散漫散乱波の異常透過に 小木曽基弐，森 晶弘， 名大教養，高工研l

C1 0A.15C) よる回折線の強度分布 柏瀬和司，箕浦昌之，牛田勝利，

佐々木聡l 石JII哲也1
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14 A-31 放射光による X線紛末回折にお 小沢春雄，宇野良晴，雪野健: 日大文理，無機材研;高工
(4 B) ける粉末の配向解析 大隅一政2 研2

14A-32 X線粉末結品法による有機化合

(4 B) 物の構造解析 一高分解能粉末

X線回折装置の利用ー

倉橋正保，本田一医，

後藤みどり，宇野良晴:
小沢春雄:大隅一政2

化技研，日大文理:高工研2

14A-33 多波長 X線回折法によるヒドロ 樋口芳樹.藤本望，森本幸生， 姫路工大工基研

(6 A 2 ) ゲナーゼの結晶構造解析 安問則武

14 A-34 多波長異常分散法によるチトク 中川敦史，樋口芳樹:安岡県IJ武: 高工研，姫路工大工基研:
(6 A 2 ) ロム C 553 結晶の位相決定 勝部幸輝?八木達彦3 阪大蛋白研i 静大教育3

14 A-3 5 短波長放射光を用いた FeTi03 大柿真毅，丸茂文幸，田中清明， 東工大工材研，東大薬1. 物

( 14 A) の結晶構造解析 竹中頃之，佐藤能雅i 武居文彦2 性研2

14;¥-36 AI-Mn-Ru-Si準結品合金 桜井吉晴，田中良和.七毘進， 東大生研，高工研l

( 14 C )の原子構造 河田洋i 安藤正海I

14A-37 AIMn系戸 phaseの X線回折パ 佐々木聡.山本昭二:西谷滋人: 高工研，無機材研i 京大工2
( 10 A) ターンと準結品 新宮秀夫2

14 A-38 LEC-GaAs 単結晶の格子定数 臼田宏治，安阿蒲繁，藤井高志、， 東芝総研.高工研1

(6 C 2 )の組成依存性 東保男:河田洋:安藤正海l

14 A-39 可視パルスレーザ照射下のシ 1) 小島 繁， }II戸清溺，石JII哲也L ソニー中研，高工研i 物性

( 15 C) コンの格子変形 高橋敏男?菊田慢志3 研?東大工3

14.'¥-40 ハフニウム/鉄多層薄膜の焼鈍 今福宗行，高木慶夫，佐々木聡1 新日鉄第一技研，高工研l
( 10 A) 効果の X線異常散乱法による解

析

14 A-4 1 Au-Cd 形状記憶合金の構造 大庭卓也，大塚和弘，佐々木聡l 筑波大物質，高工研1

( 10 A) 変化の研究

14A-42 Cu-AI-Ni 形状記掻合金のマ 葉金花，床次正安，大塚和弘l 東大理，筑波大物質l

( 10 A) ノレテンサイト相転移に伴う構造

変化について

14A-43 Rb 黒鉛層間化合物の墳麗転移 自時直人，寿栄松宏仁， 東大理，阪大基礎工l

(7 C ) における l 次椙転移の動力学 村上洋一，大石泰生:藤井保彦 l
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14 A-44 YBa2 CU3 07-y の高温高圧下 高播博樹，宮本艮総司，須崎純一， 物性研，京大理J 高工研?
(A R) における斜方品一正方品転移 村山千寿子，毛利信男. 無機材研3

上田寛i 小菅蛤二;
亀卦川卓美i 下村理3

14 A-45 α-A100H 脱水生成物に見ら 萩谷健治，大政正明，佐々木聡J 筑波大物質，高工研1

( 10 A) れる衛星反射の加熱変化 木村秀治

14 A-46 (N (CH3)4)2 Mn C 14 の空間 下村晋，浜谷望，藤井保彦， 阪大基礎工，筑波大物工:

(4 C) 変調講造 新垣紀子，黒岩芳弘:小西啓之2 原研2

14 A-47 スピングラスを示すAu -Fe合 大嶋建一，間島久和;原田仁平: 筑波大物工，名大工;高工
(4C ， 10A) 金の局所構造 佐々木聡2 研2

14 A-48 高分解能コンブトン散乱測定に 伊藤文武，須JII智規，鈴木謙爾， 東北大金研，理研:高工研2

( 14 C) よるリチウム金属の国体一液体 塩谷亘弘:坂井信彦:毛 鴎i
転移 持田 洋?雨宮護主幹?安藤正海2

く高 圧〉

14 A-49 希土類元素 Gd の変調構造群の・ 浜谷望，淵崎員弘，

(A R) 探索 亀卦川卓美l

14 A-50 液体および国体ピスマスの構造 矢尾板憲一，辻 和彦，

(A R) の圧力変化 今井基晴，遠藤理，

亀卦川卓美:下村理2

阪大基礎工，高工研l

慶大理工，高工研:無機材
研2

14 A-51 金属人工格子Ni/Mo の圧力効 大石泰生，新垣紀子，浜谷望， 坂大基礎工，京大化研:高
(4C.6B) 巣 藤井保~，中山員IJ昭:新庄理母l 工研?日竜基構研3

松下正i 藤田淳一3

14 A-52 Ge02 の高圧椙転移の時分割損1] 山中高光，杉山和正i 尾形 潔2 阪大教養，東北大選研i 日
(4 B) 定とそのカイネティクス 立生産研2

14 A-53 極低温，高圧下における黒 1) ンお 城谷一民，辻 和彦~ J 11村春樹i 室蘭工大，慶大理工:姫路

( 6 B) よび黒リンーヒ素合金の椙転移 下村 理1 円谷和彦，奥山圭一， 工大?無機材研?高工研4

芝重光，遠藤理i
亀卦川卓美j 中島哲夫4

14A-54 高正下X線回折による黒鉛の圧 天羽隆一，郷田 靖，仁木豊明， 筑波大学物質工学系，無機
(A R) 縮曲線とダイヤモンド/黒鉛平 西田智，李 偉，結野達也， 材研:高工研2

衝圧 原島寛，佐藤孝，高野

若槻雅男，下村理i
亀卦川卓美1 岩崎博2

14A-55 盟体ヨウ素の低温における圧力 藤井保彦，藤久浴司， 阪大義礎工，慶大理工:無

( 6 C) 誘起分子解離と P-T相図 長谷喜代司，大石泰生， 機材研?物性研i 高工研4

浜谷望，辻和彦i 竹村謙一?
下村理1 高橋博樹i 中畠哲夫4


